
ていね　れきし探検隊

手
稲
の
歴
史

て いね やま お

いつも元気な小学生手稲山男くんは、学校の授業で習った
がる がわ

手稲の歴史に興味津々です。担任の軽川先生は、手稲のこと
を何でも知っているので、みんなから「シッテル先生」と呼
ばれています。おや？今日も山男くんは、シッテル先生を見
つけて質問をしているようです。
今月は「ていね」の歴史や史跡を楽しく学びましょう。
※特集の最後に「手稲山男くんのていね れきしクイズ」があります。
ぜひ挑戦してみてください。

山
男

ね
ぇ
先
生
、
僕
、
夏
休
み

の
自
由
研
究
で
手
稲
の
歴
史
を
調

べ
て
み
よ
う
と
思
う
ん
だ
。

先
生

素
晴
ら
し
い
！
先
生
は
、

と
て
も
う
れ
し
い
ゾ
。

山
男

ど
う
し
て
手
稲
と
い
う
地

名
に
な
っ
た
の
？

先
生

い
い
質
問
だ
ね
。
手
稲
の

地
名
は
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
か
ら

「
テ
イ
ネ
・
イ
（
ぬ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
）」
と
い
わ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
付
い
た
ん
だ
よ
。
ち
な
み
に
、

手
稲
山
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
タ
ン
ネ

（
長
い
）・
ウ
ェ
ン
（
悪
い
）・
シ
リ

（
そ
の
山
）」。
山
頂
か
ら
ふ
も
と

に
向
か
っ
て
長
く
断
が
い
が
続
い

て
見
え
た
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
呼

ば
れ
て
い
た
よ
う
だ
ね
。

山
男

へ
ぇ
〜
。
そ
れ
か
ら
、
手

稲
は
ど
の
よ
う
に
発
展
し
た
の
？

先
生

ま
た
ま
た
、
い
い
質
問
だ

ね
。
じ
ゃ
あ
、
学
校
の
歴
史
資
料

室
に
行
っ
て
昔
の
手
稲
の
こ
と
を

学
ぼ
う
よ
！

山
男

わ
〜
い
。

シ
ッ
テ
ル
先
生
は
、
歴
史
資
料

室
で
、
山
男
君
に
手
稲
の
歴
史
を

説
明
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、
こ

こ
で
手
稲
の
歴
史
を
簡
単
に
学
び

ま
し
ょ
う
。

手
稲
は
、
明
治
の
初
期
に
小
樽

と
札
幌
を
結
ぶ
交
通
の
要
所
と
し

て
開
け
た
街
で
す
。
明
治
の
中
こ

ろ
に
は
、
山
口
県
や
広
島
県
な
ど

か
ら
入
植
者
が
あ
り
、
農
耕
地
の

開
拓
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
こ
ろ
手
稲
山
で
は

金
鉱
脈
が
発
見
さ
れ
、
昭
和
十
年

代
に
は
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。

東
洋
一
と
い
わ
れ
た
選
鉱
場
を
持

ち
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
た
鉱
山
で

し
た
が
、
戦
後
次
第
に
衰
退
し
昭

和
四
十
六
年
に
閉
山
し
ま
し
た
。

一
方
、
急
速
に
進
む
都
市
化
の

中
で
、
手
稲
町
は
札
幌
市
と
昭
和

四
十
二
年
に
合
併
。
発
展
の
ス
ピ

ー
ド
は
さ
ら
に
加
速
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
の
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
札
幌
大
会
で
は
、
手
稲
山

は
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
、
ボ
ブ
ス
レ

ー
な
ど
の
会
場
と
し
て
世
界
の
注

目
を
集
め
ま
し
た
。
同
じ
年
、
札

幌
市
は
政
令
指
定
都
市
に
な
り
、

旧
手
稲
町
は
西
区
の
一
部
と
な
り

ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
元
年
十
一
月
六

日
、
人
口
の
著
し
い
増
加
に
伴
っ

て
西
区
か
ら
分
区
し
、
手
稲
区
が

誕
生
し
た
の
で
す
。
分
区
か
ら
十

四
年
で
人
口
は
約
三
十
一
％
も
増

加
。
平
成
十
五
年
六
月
一
日
現
在
、

人
口
は
十
三
万
七
千
五
百
四
人
、

世
帯
数
は
五
万
一
千
六
百
九
十
三

世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

手稲 山男くん軽川先生（シッテル先生）

特
集
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